
会  長  澁谷弘祐  クラブ会長主題 「親睦を通して、互いを知ろう」 

副会長  小林勉   国際会長 ウルリック・ラウリドセン ‘Let Your Light Shine’「輝かそう、あなたの光を」 

書  記  宮地輝子  アジア太平洋地域会長 利根川恵子(川越クラブ) [変革のための光となろう] 

会  計  金本伸二郎 東日本区理事主題  山田公平(宇都宮クラブ)「未来のために今、学びと気づきを！ 

未来のために、自信と喜びを感じる機会を！」   

関東東部部長主題 長尾昌男(千葉ウエストクラブ)「親睦を糧にクラブライフの充実」 

 

                   関東東部部長主題 大澤和子(所沢)「私の地域から世界に広げよう青少年を支えるワイズの輪・和・ワッ！」 
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発達の課題を抱える子どもたち  澁谷実季 

過去のブリテンを見返し、2019 年 4 月と 2020 年 3 月に

掲載していましたので今回 3 回目になります。 

児童養護施設に勤めて 8 年目に入り、今年度から自立

支援専門相談員としての役割が増えました。進学就職や

将来設計を共に考え、具体的な手続き等寮の担当職員と

担い、不登校児への進路指導、退所児のアフターケアな

どを担当します。 

神愛ホームでは現在、45 名程の児童が生活をしていま

す。全体を見ると発達に課題を抱えている子どもの割合

が以前よりも増加していて、特に担当寮では在寮 6 名の

内 3 名が小学校特別支援学級に在籍し、幼稚園児 2 名も

加配対象(特別支援教育の補助の先生をつけるための補

助金申請をしている)として補助の先生がついている状

況です。昨年度は幼稚園からの要請で毎日見守りをする

ために職員も登園している程でした。 

子どもは、乱暴な言動や暴力性を身に着け、相手を脅

迫や威圧することで自分を正当化するという行動をして

しまい、言語的な幼さ、自尊心の欠如から善悪の判断が

難しい状況があります。要因として、養育者との愛着形

成(アタッチメント)が不完全であり、心の安全基地が成

立していないために、認知の歪みや発達など障害として

表出しています。担当している小 1 の子は、「自分はで

きないんだ」との思いが強く、待つことが苦手、今すぐ

に要求を叶えて欲しいと言い、ぐずってしまうことが

多々あります。その反面、私の傍に来て、身体接触(背中

にくっつく)をして、スマホを自由に触り、安心感を得よ

うとします。可愛いと思わされつつも、この子にとって

自尊心を向上させるには何をしてあげればいいのだろう

かと悩みます。本人がやりたい気持ちになるのが一番い

いですが、遊びたい、テレビが見たい等娯楽にすぐに行

ってしまうため、無理強いはさせず、本人の気持ちに寄

り添い、小さなステップを積み重ねていくことで、「でき
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今月の聖句 
 

いつも喜んでいなさい 

絶えず祈りなさい 

どんなことにも感謝しなさい 

 これこそ、キリスト・イエスにおいて 

神があなたがたに望んでおられることです 
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6 月 例会プログラム 
 
 
日時:令和６年 6 月 22 日(土) 
   14：00～16：00 
会場：埼玉 YMCA 子育て子育ちセンター 
           

司会 衣笠輝夫      

1 開会点鐘   澁谷弘祐 

2 木村利人氏紹介  山本剛史郎 

3 木村利人氏講演  

4 「幸せなら手をたたこう」合唱  

      奏楽 浅羽俊一郎 

5 グループによる感想  

6 お礼の言葉    小谷全人  

7 PR (ワークキャンプ、絵葉書コンクールなど)  

小谷全人・大澤和子 

8 閉会点鍾      吉野勝三郎 

 



た」「やればできるんだ」という気持ちを味わえるように

支援している所です。先日、出かけた先の道路でぐずっ

てしまい、道に座り込み、石像になってしまったため無

理矢理抱えて歩かせることがあり、もうこの子との外出

はできないと思ってしまうことも実際にはあります。大

人の心の余裕と待ってあげられる時間が必要だなと思わ

された出来事でもありました。 

特別支援に特化した小関京子さんから沢山学び、アド

バイスを頂きたかったのですが、のんびりとしていたら

御国に帰って行かれてしまいました。寂しさと悔しさが

いっぱいですが、子どもたちのスモールステップの成長

に寄り添える支援ができるように学びたいと思います。 

5 月例会報告          小林ベン 
 ５月１１日 18 時から YMCA 所沢センター２階会議室

において、渋谷会長、実季さん、（すみれ君）、大澤さん、

宮地さん、新会員の岡部さん、上山さん、金本さん、東

さん、小林とゲストの池田さんの計１１名の出席で５月

例会が行われました。 

 例会のメインは岡部さんの歓迎会的なものになりまし

た。岡部さんは３月に石神井公園での桜鑑賞・散策例会 

前列左から 2 番目が岡部さん３番目はゲストの池田さん 

で入会式を行っていますが、所沢センターでの初めて顔

合わせした人も私を含めて多く、一品持ち寄りの夕食会

で歓迎の宴を開きました。             

＝＝＝＝＝＝＝＝ 

岡部さんの挨拶 

わたしは３８年間教師を定年まで勤めて退職しました。 

坂戸の学校で、５・６年と担任して初めて卒業生を送り

ました。その卒業生の中にはいまだに年賀状をくれる子 

がいて「６０歳の還暦になるので、同窓会をしたいと連 

絡をもらい、「還暦を祝ってあげなければと出席しました。

２月１１日にレストランに１２人集まったところ、話が

盛り上がり、LINE を交換したり、。「先生と会えたから今

がある」というように言う子もいて、《教師冥利に尽きる》

という思いがしました。又その後日その参加した子のお

母さんから電話をもらい、川越で会い５時間もお話した

り、大変嬉しい出来

事でした。 
ワイズは一度退

会したのですが、渋
谷会長さんに連れ
てきていただける
ことから、また入会
することになりま
した。どうぞよろし

くお願いします。 
    ＝＝＝＝＝＝＝＝ 
ゲストの池田美知子さんからワイズ LINE にご挨拶をい
ただきました。 
池田美知子さんのご挨拶 
～～先日は参加させていただきありがとうございました。

やさしい雰囲気に包まれ温かな気持ちになりました。お
写真ありがとうございました。澁谷牧師とお話できてよ
かったです。～～ 
 
黒田さんと太田さんの歓送迎会はお二人の欠席で次回延
期となりました。 

ワイズ報告            澁谷弘祐          
5 月 11 日(土)例会は、所沢センターに於いて岡部さんの
歓迎会を行い、持ち寄っていただいたお食事を頂きまし
た。18 日(土)関東東部評議会、部役員研修会に澁谷会長、
大澤さん、宮地さんが出席しました。 
今後の予定            澁谷弘祐 

６月 1 日(土)東日本区大会、於:十勝プラザ 
６月２２日(土)川越クラブとの合同例会 14：00～ 
６月２８日(金)準備例会 

関東東部次期クラブ役員研修会報告 宮地輝子 

５月１８日（土）関東東部の次期クラブ役員研修会・第

３回評議会が東陽町コミュニティセンターYMCA ホール

で開催されました。所沢クラブからは澁谷会長・大澤さ

ん・宮地が出席しました。 

評議会は構成メンバー４２名のところ、出席 22 名委任
状 13 名で、過半数に達し、評議会は成立しました。出
席者が自己紹介を兼ねて、一言ずつ挨拶をし、次期関東
東部会長の川越の山本剛史郎さんが個々のクラブの力が
集まって大きな変革につながっていく、『我々は微力か
もしれないが、無力ではない！』と述べました。そし



て、2024 年関東東部大会が 10 月 19 日（土）に川越で
行われることを説明、部大会に来て、川越祭りで楽しも
うと案内しました。次年度の第 1 回評議会は 7 月 20 日
(土)東陽町のコミュニティセンターYMCA ホールで開催

されます。 

YMCA 報告      施設長 太田なぎさ
チャイルドケアセンターこぐま 紹介 

埼玉 YMCA の中で一番小さい子どもたちが集まっている

事業が「こぐま」です。０歳から２歳の天使 11 名と毎

日過ごせる幸せを感じています。 

天気が良い日は

近隣の公園へお

散歩に出かけま

す。すれ違う地

域の方々が「ど

こに行くの」

「いってらっし

ゃい」「かわい

いわね」と声を

かけてくださり

園児は「いってきまーす」と元気に手を振ります。子ど

もたちの前では不思議と誰もが笑顔になってしまいま

す。 

保育室の周りに

は公園がたくさ

んあります。線

路沿いの公園で

は行き交う電車

に手を振った

り、本物のＳL

が展示してある

公園では運転席

に入ってみた

り、砂場や滑り台はもちろん，虫や木の実を手に取って

観察をしたり、園児は毎日公園遊びを楽しんでいます。 

毎年、秋には牛

乳パックで一人

一つ「どんぐり

バッグ」を作り

ます。公園へ行

って集めたどん

ぐりは、クラフ

トの時間の材料

として、飾りを

作ります。さら

には YMCA バス

に乗り、お芋ほ

り（所沢市三ヶ

島）やミカン狩り（武蔵村山市）に行ったり「ことばと

児童館」にハロウィンの仮装をして遊びに行ったり、焼

き芋会に招待をしていただいたりもしています。10 年

目を迎えた地域型保育事業「チャイルドケアセンターこ

ぐま」は所沢市の委託を受け、運営しています。全国

YMCA の保育理念は『イエス・キリストの『愛と奉仕の

精神』に基づき、一人ひとりの命が輝く平和な社会の実

現を目指します。』です。また「家族と同じように過ご

せる安心な環境つくり」「正直であることを大切に、豊

かに創造性・感受性を育成」「バランスのとれた健康な

心と体を育成」「保護者とコミュニケーションを大切

に、協力し合う関係を築く」の４つのこぐまの教育目標

を掲げていま

す。少人数で

家庭的な雰囲

気の中、平日

7：30～18：

30 の間、保育

士が一人ひと

りに手厚い細

やかな保育を

行っていま

す。たくさん

の方々に支えられ運営できていることに感謝をし、園

児、保護者、地域の人々、そして保育者が輝く「こぐ

ま」でありたいと願っています。人生１００年時代と言

われる中、その入り口として「こぐま」と出会えてよか

ったと思っていただけるよう、毎日を大切に運営してい

ます。 

    小関さんとの思い出      
～金本さんが所沢クラブのメンバーではないけれど、小

関さんとご親交のあった尾山さんの追悼文をお寄せくだ

さいました。凡そ２５年前に藤沢北小学校の職員であっ

た小関さんと、PTA 会長であった尾山さんと出会ったの

が小関さんが YMCA にかかわり始めた最初とお聞きして

いたそうです。尾山さんは元 YMCA の職員でいらしたと

のことです。～ 

尾山謙仁 

小関先生とは、息子が小学生だった時に交わりをいた

だきました。お互いクリスチャンであるということもあ

り、その後発達障害教育に主にあたえられ、埼玉 YMCA

でボランティアをしておられたのはとても懐かしい思い

出です。最近は年賀状のやり取り程度でしたが、去年元

私どもの教会員が武蔵豊岡教会に通っていて亡くなった

ので、そこで葬儀がありました。小関先生とはニアミス

で残念ながらお会いできなかったのですが、ご活躍をし

ておられるということを教会員の方々から伺いました。

冬でも半袖で学校の校庭を走り回っておられたのがとて

も印象的です。葬儀当日は予定が入っているため伺うこ

とはできませんでしたが、天国での再会を楽しみにさせ

ていただければと思います。 

５月例会 

所沢クラブ会員８名・ゲスト １名 

メネット１名・コメット１名    

計 11 名 


